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平成 28 年  12 月定例会

安曇野市議会の議員定数　現２５から３減して２２へ
～ 12 月定例会で　 決まりました ～

平成 28 年 12 月定例会が 11 月 24 日
から 12 月 19 日までの 26 日間開催
され、議案 25 件と請願 1 件、陳情
９件が審議されました。その中から、
本会議での質疑、討論などを紹介し
ます。

今秋の選挙から

適用へ

条例
廃止

条例
改正

条例
廃止

安曇野しゃくなげの湯の開業に伴い
穂高老人保健センター  本年 9 月末で廃止へ
議案第104 号　安曇野市穂高老人保健センター条例を廃止する条例

安曇野市議会の議員定数を 22 人に減らしました
議員提出第8号　安曇野市議会議員定数条例の一部を改正する条例

平成 29 年 4 月 1 日から
寄附募集の届出が不要になります
議案第103号　安曇野市金銭物品等の寄附募集に関する条例を
　　　　　　　 廃止する条例

可　決
可　決

可　決

平
成
27
年
3
月
定
例
会
で
穂
高

老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
の
存
続
を
求

め
る
陳
情
書
が
不
採
択
に
な
っ
た

際
、
議
員
提
出
議
案
の
要
望
書
が

可
決
さ
れ
た
が
、
１
万
人
を
超
え

る
存
続
署
名
に
報む
く

い
る
よ
う
な
対

応
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

安
曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
に
機

能
移
転
し
た
と
い
う
が
、
利
用
者

に
と
っ
て
ど
う
か
と
い
う
検
証
は

不
十
分
。

穂
高
町
の
時
代
に
や
っ
と
中
房

の
湯
が
有
明
に
引い
ん
と
う湯
さ
れ
利
用
さ

れ
て
き
た
歴
史
か
ら
、
拡
大
改
修

こ
そ
す
れ
廃
止
と
い
う
方
向
は
あ

る
べ
き
姿
で
は
な
い
。

3
年
前
の
28
人
か
ら
25
人
へ
の

定
数
減
に
つ
い
て
十
分
な
検
証
も

議
論
も
な
く
、
議
会
と
し
て
合
意

形
成
に
至
ら
ぬ
う
ち
に
、
強
引
に

定
数
減
の
議
員
提
案
を
す
る
の
で

は
、
市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
が

果
た
せ
な
い
。

議
会
改
革
は
定
数
や
報
酬
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
議
会
の
質
が

問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
質
の

向
上
の
た
め
に
は
多
様
な
市
民
が

議
会
に
参
入
で
き
る
よ
う
、ま
た
、

行
政
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

し
て
い
く
た
め
に
も
定
数
は
減
ら

す
べ
き
で
な
い
。

地
方
自
治
は
直
接
民
主
制
の
特

徴
を
残
し
て
い
る
の
で
、
議
員
が

少
な
く
な
れ
ば
民
意
が
議
会
に
反

映
さ
れ
に
く
く
な
る
。

議
員
報
酬
を
増
や
せ
ば
若
い
人

が
立
候
補
し
や
す
く
な
り
、
3
人

減
ら
し
た
分
を
22
人
に
上
乗
せ
し

て
報
酬
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
議
論

が
あ
っ
た
が
、
こ
じ
つ
け
で
し
か

な
い
。
本
当
に
若
い
人
が
立
候
補

し
や
す
く
と
考
え
た
ら
、
改
選
ま

で
１
年
を
切
っ
た
こ
の
時
期
で
の

定
数
減
は
あ
り
え
な
い
。

こ
の
施
設
は
開
業
か
ら
40
年
以

上
を
経
過
し
老
朽
化
が
進
み
、
施

設
存
続
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か

る
見
込
み
で
あ
る
。
衛
生
的
か
つ

安
全
に
施
設
を
運
営
す
る
に
は
平

成
29
年
9
月
が
限
度
と
思
わ
れ

る
。　将

来
の
人
口
減
少
に
備
え
た
行

政
の
経
営
方
針
の
一
つ
で
あ
る
、

公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
沿
っ
て

の
対
応
で
も
あ
る
。
安
曇
野
し
ゃ

く
な
げ
の
湯
に
機
能
移
転
し
た
後

は
、
安
価
で
利
用
で
き
る
施
設
と

し
て
既
存
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
活
用
す
れ
ば
よ
い
。

議
員
み
ず
か
ら
が
議
員
定
数
を

削
減
し
、
行
政
側
に
対
し
て
行
政

改
革
の
範は
ん

を
示
し
、
将
来
の
安
曇

野
市
の
安
定
に
導
く
べ
き
。

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
議
会
報
告
会
を
す
る
な
ど

粛し
ゅ
く
し
ゅ
く々

と
議
会
運
営
を
進
め
て
き

た
。
反
対
の
意
見
も
あ
る
が
、
か

な
り
議
論
を
深
め
て
き
た
と
認
識

し
て
い
る
。

若
い
人
が
議
員
活
動
に
専
念
で

き
る
だ
け
の
報
酬
は
必
要
で
あ

る
。
今
回
に
限
ら
ず
、
4
年
前
の

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
定
数
減
の

意
見
が
多
か
っ
た
。

穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例

廃
止
に
つ
い
て
の
討
論

定数減について 議会での討論

廃
止
に
反
対
の
意
見

３
減
に
反
対
の
意
見

廃
止
に
賛
成
の
意
見

３
減
に
賛
成
の
意
見

　これまでは、安曇野市内で不特定多数の人に金品を無償で提供するように
勧誘または依頼する寄附募集を行う場合、事前に市への届出が必要でしたが、
この条例の廃止に伴い、平成 29 年 4 月 1 日以降に新たに行う寄附募集の届
出が不要になります。 
寄附募集に当たっては、引き続き健全な募集行為、募集金品の適正処理に協力をお願い
します。

現在の穂高老人保健センター

開業当時の穂高老人保健センター

　安曇野市議会議員定数条例の一部を改正する条例は、議員定数「25人」を「22
人」に改めるもので、次の一般選挙から適用されることになりました。

・経費節減の観点で、議員 1人当たりの経費は約 640 万円、3人分で 1,920 万円の削減になる。
・身近な類似都市と議員 1人当たりの市民の数の比較から、定数減の悪影響はないと考える。
・現在委員会の構成は 8人、委員長を除けば 7人となり、4対 3 でいつも委員長は自身の意思表示
ができないことを考慮すると 7人が適当。7人× 3委員会で 21 人、議長を加えて定数 22 人へ。
・人口は減少の一途をたどり、高齢化率は上昇するので、議会も身を削る必要がある。
・定例の議会報告会のほかに市民の意見を聞く会を開催し、議員定数について、市民の皆さんから、
「現在の 25人でいいと思う」、「足りない」、「多過ぎるというなら、その根拠を示せ」、「21人ぐらいに
減らしたらどうか」、「判断する根拠がない」等々さまざまな意見があった。

定数減を起立多数で可決

提案理由
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質疑

平成 28 年  12 月定例会

平成 28年度安曇野市特別会計・企業会計補正予算

特別会計 補正額 補正後額

介護保険（補正第 3 号） 3,210 8,924,989

水道事業（補正第 1 号）
収益的支出　 9,107 2,088,029

資本的支出　137,330 1,481,089

議案第 125 号
人 事 案 件

・人権擁護委員の推薦につき、中島こず江さんを適任とした。

（単位：千円）

議案第 109 号　平成 28 年度
安曇野市一般会計補正予算

（第 3号）

議案第 124 号　平成 28 年度
安曇野市一般会計補正予算

（第 4号）

緊急性を要する事業等の補正 新総合体育館に関する陳情を
審議しました

陳情の取り下げがありました

旧三郷南部保育園用地購入のための増額補正

一般会計補正予算（第 3号）では歳入歳出それぞれ 4,500 万円を減額し、総額 431 億 6,500 万円となりました。

・ふるさと寄附事業のお礼品や手数料の増額
・電算管理費の社会保障関係システム更新事業確定による減額
・防犯対策費の防犯灯 LED化工事の事業確定による減額
・障がい者支援事業の自立支援給付費や訓練等給付費の利用者
増に伴う増加
・直売加工施設運営事業のあかしな夢いちば改修工事終了によ
る減額
・安曇野しゃくなげの湯整備事業の竣工による減額　
・小・中学校の新入学児童・生徒に対する就学援助費を入学前
に支給するための増額

反対の意見 賛成の意見

・ふるさと寄附の基金、国際交流事業、電算機関係
システム改修等での予算の裏にあるマイナンバー
制度、穂高老人保健センターの問題で反対する。

・入学準備金の原資はふるさと寄附の基金なので、
反対する理由に全くなっていない。全てに反対で
あれば、ぜひとも修正案を出してもらいたい。
・補正予算の中で適切でないものがあるということ
で反対討論をすることは全く問題がない。今回の
補正予算第 3号については、特段問題はないと思
うので賛成する。

一般会計補正予算（第 4号）では、旧三郷南部保育園用地購入のための諸費用として追加補正されました。
補正のための財源は財政調整基金からの繰入金 4,300 万円です。
補正後の予算額は平成 28年度一般会計補正予算（第 3号）へ 4,300 万円増額し、432億 800万円となりました。

12 月定例会には新総合体育館に
関する陳情が 5件提出され、そ
れぞれ審議しました。

陳情第 14号　新総合体育館の施設規模等の見直しについて

陳情第 12号　新総合体育館の早期整備を求める陳情書について
陳情第 13号　新総合体育館の早期建設を求める陳情について
陳情第 15号　新総合体育館の早期整備を求める陳情書について
陳情第 16号　新総合体育館の早期整備を求める陳情書について

＜趣旨（抜粋）＞
・施設の機能・規模や維持管理など、子ども達の将来に大きな負担とならない体育館とはどうあるべきか、
しっかりと精査してほしい。
・現計画 8,450㎡の延床面積、建設費用 38 億円の圧縮見直しをしてほしい。

＜趣旨（抜粋）＞
・市のスポーツ振興計画および施設整備計画に基づき、最も有利な合併特例債を活
用して、人口 10 万人に適した新総合体育館の早期建設を求める。
・規模・機能・安全面などについて市民等の意見も十分受け入れて、各種競技団体
の活用は勿論、一般市民の健康・体力づくり等に活用できる施設を求める。
・全国大会ができる規模で、一流選手の競技を身近で観戦したり、交流したりする
ことで、スポーツ競技者の底辺拡大を図る拠点を求める。
・大規模災害時の防災・避難施設としての機能を備えた施設および、余裕のあるスペー
スの駐車場を求める。
・多目的複合施設として全市民が活用でき、県内外から魅力的で参考となる施設に
なるよう整備を求める。

陳情者より、合併特例債の活用は国の借金であり市の借金も同じであるとし、使用
することは好ましくないとの意見が出されたが、この合併特例債を利用しなければ
市民にとって大きな不利益になる。委員会としてどのような検討をされたのか。

委員会として意見は聞いたが、あくまでも陳情書に基づいて検討をした。

財源の問題等について、どのような意見が出たか。

財政に対しては、心配だという意見と心配ないと言う両面の意見があった。

答

答

問

問

　
陳情内容は個人からの要望が強く反映されたものであり、区長名でこうした陳情書を提出することは、市
内各区からの要望提出における市のルール違反になり、今後各区から同様の陳情書が提出される可能性を
生じかねない。区としては今後、有明山通りの改善について、市のルールに基づき要望を進めていきたい
との申し出があった。

陳情第 11 号　「安曇野市穂高有明地区（古厩区鈴玲ヶ丘）市道１－１４号（通称有明山通り）周辺に
居住する小学校児童を主体とした通学路に関する改善及び道路新設について」

道路整備に関する要望は区長から市に上げていくというルールがあるが、それとは別に陳情や憲法で定め
られた請願権がある。議会としての陳情の扱い、行政側の道路建設等の区からの要望について、きちんと
整合性を持って対応する必要があると思う。

陳情
審議

採択

採択

議長から取り下げについての説明がありました

異議がありました

許可することに決定

9ページへ

あかしな農産物加工交流ひろば Ebeya（えべや）

  歳出の主なもの
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議案
番号 件　　　　　　　名 結果

104 号 安曇野市穂高老人保健センター条例を廃止する条例
可決107 号 安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

110 号 平成 28 年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第３号）

健康・福祉

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

112 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科南部地
区産地形成促進施設） 可決

産業・経済・観光

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

108 号 安曇野市上下水道事業経営審議会条例
可決111 号 平成 28 年度安曇野市水道事業会計補正予算（第１号）

119 号 市道の認定について

建設・水道

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

113 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科水辺公
園マレットゴルフ場）

可決

114 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科水辺マ
レットノース 18）

115 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市権現宮マレ
ットゴルフ場）

116 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高立足マ
レットゴルフ場）

117 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷黒沢マ
レットゴルフ場）

118 号 公の施設の指定管理者の指定について（御宝田水のふるさと公園）
120 号 安曇野市三郷交流学習センター建設工事建築工事請負契約について

教育

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

103 号 安曇野市金銭物品等の寄附募集に関する条例を廃止する条例

可決

105 号 安曇野市組織条例の一部を改正する条例
106 号 安曇野市税条例等の一部を改正する条例
109 号 平成 28 年度安曇野市一般会計補正予算（第３号）

121 号 安曇野市特別職の職員等の給与等に関する条例の一部を改正
する条例

122 号 安曇野市一般職の職員の給与に関する条例及び安曇野市一般
職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例

123 号 安曇野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正
する条例

124 号 平成 28 年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）

総務・財政

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

7 号 給付型奨学金制度の創設等を求める意見書
可決

8 号 安曇野市議会議員定数条例の一部を改正する条例

議員提出議案

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

125 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

人事

5ページ・

7ページへ

報告
番号 件　　　　　　　名 結果

28 号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（市有林における倒木事故に関すること） 受理

報告事項

請願
番号 件　　　　　　　名 結果

3 号 給付型奨学金制度の創設等を求める意見書（決議）の採択を
求める請願書 採択

請願

賛否が分かれた議案等
○：賛成　　×：反対　　棄：棄権　　議：議長（可否同数以外採決に加わらない）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

議案等
番号

　　　　　　議員名

議案名　　　　　　

松
枝
　
　
功

坂
内
不
二
男

林
　
　
孝
彦

井
出
　
勝
正

一
志
信
一
郎

宮
澤
　
豊
次

黒
岩
　
豊
彦

増
田
望
三
郎

竹
内
秀
太
郎

藤
原
　
正
三

中
村
今
朝
子

山
田
　
幸
与

平
林
　
　
明

小
松
洋
一
郎

荻
原
　
勝
昭

猪
狩
久
美
子

内
川
　
集
雄

小
松
　
芳
樹

召
田
　
義
人

松
澤
　
好
哲

小
林
　
純
子

平
林
　
德
子

宮
下
　
明
博

藤
原
　
陽
子

濵
　
　
昭
次

議案第104号 安曇野市穂高老人保健センター条例を廃止する条例 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 議
議案第106号 安曇野市税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議
議案第109号 平成 28 年度安曇野市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

請願第3号 給付型奨学金制度の創設等を求める意見書（決議）の
採択を求める請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 議

陳情第10号 ＪＲ大糸線有明駅及び安曇追分駅駐輪場の屋根設置について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
陳情第12号 新総合体育館の早期整備を求める陳情書について ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 棄 × ○ ○ ○ 議
陳情第13号 新総合体育館の早期建設を求める陳情について ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 棄 × ○ ○ ○ 議
陳情第14号 新総合体育館の施設規模等の見直しについて ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ × × × ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × 議
陳情第15号 新総合体育館の早期整備を求める陳情書について ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 棄 × ○ ○ ○ 議
陳情第16号 新総合体育館の早期整備を求める陳情書について ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 棄 × ○ ○ ○ 議
議員提出第7号 給付型奨学金制度の創設等を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 議
議員提出第8号 安曇野市議会議員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 議

平成 28 年  12 月定例会

5ページへ

5ページへ

2ページへ

3ページへ

陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書提出を求める
陳情

審査未了2 号 子ども・障がい者等の医療費窓口無料化を求める県への意見
書の提出を求める陳情

9 号 安曇野市内義務教育課程児童・生徒の多様な教育機会の確保
について 継続審査

10 号 ＪＲ大糸線有明駅及び安曇追分駅駐輪場の屋根設置について

採択

12 号 新総合体育館の早期整備を求める陳情書について
13 号 新総合体育館の早期建設を求める陳情について
14 号 新総合体育館の施設規模等の見直しについて
15 号 新総合体育館の早期整備を求める陳情書について
16 号 新総合体育館の早期整備を求める陳情書について

陳情

※陳情第 11 号　「安曇野市穂高有明地区（古厩区鈴玲ヶ丘）市道 1 － 14 号（通称有
明山通り）周辺に居住する小学校児童を主体とした通学路に関する改善及び道路新
設について」は、陳情者の申し出により取り下げになりました。

常任委員会審査報告

総務
環境

賛成多数で可決
すべきものと決定

全員賛成で継続審査
すべきものと決定

ふるさと寄附は順調に目標額に近づいており、寄附額の増加に伴い不足が見込ま
れるお礼の品およびクレジット決済手数料、ふるなびシステム使用料を増額補正
した。

「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書提出を求める陳情を審査した。

議案第 109 号

陳情第 1号

ふるさと寄附 順調に目標に近づく

3回目の継続審査となり「審査未了」

総務環境委員会では付託された 7件の議案と 1件の陳情を 12 月 11 日に
審査しました。その中から主な議案等について紹介します。

議案名や本会議での議決結果等　　　6ページへ

ふるさと寄附金の現在の状況と本年度の見込み額、またお礼
品の割合とお返しの品について伺う。

11 月 30 日現在のふるさと寄附金は 5 億 9,968 万 6,000 円で、
順調に平成 27 年度の寄附金 7億 4,800 万円に近づいている。
お礼品の割合は約 40 ～ 45％で、本年度は昨年度の品に加え
て 14 種類程度を追加する予定。

緊急事態基本法は、大きな災害、原子力発電所の事故、外国からの侵略およびテロ等に対して、適切に対処する
ためのものと思う。現在この法律の国の審議は進展しておらず、議論も尽くされていない状況であるため、国の
審議を注視するとし、継続審査としたい。

答

問

防災ラジオの導入が示される
平成 29 年 4月から緊急割込み付き防災ラジオの導入事業を開始予定。この事業は 8
月を目標に進められており、スケジュールと補助率等について説明があった。

【スケジュール】　4 月 1 日からラジオ購入の申し込みと補助金交付業務の受付を開始。
　　　　　　　　7 月に試験放送、8 月 1 日運用開始を目標。

【価格】　　　　　8,000 円から 18,000 円程度
【補助率】　　　　一般世帯：購入経費の 3 分の 1 で上限 5,000 円（100 円未満切り捨て）

　　　避難行動要支援者名簿登録者および同登録要件に該当する世帯：購入経費の 3 分の
　　　2 で上限 10,000 円（100 円未満切り捨て）
　　　※詳細は危機管理課にお問い合わせください。

7ページへ

9ページへ

4ページ・

8ページへ

2ページ・

8ページへ

4ページ・

9ページへ

お礼品（堀金物産センターオリジナルセット）

審査を継続したいとする意見
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福祉
教育

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で採択
すべきものと決定

賛成多数で採択
すべきものと決定

安曇野しゃくなげの湯の開業に伴い、穂高老人保健センターは平成29年9月末で
廃止へ。

安曇野市体育協会をはじめ、各種スポーツ団体からの陳情。

新総合体育館の規模や整備費の見直しを求める市民グループからの陳情。

議案第 104 号

陳情第 12 号、第 13 号、第 15 号、第 16 号の 4件一括審査

陳情第 14号

安曇野市穂高老人保健センター条例を廃止する条例

新総合体育館の早期整備・建設を求める陳情について

新総合体育館の施設規模等の見直しについて

福祉教育委員会では付託された 11 件の議案と 1件の請願、7件の陳情を
12 月 12 日と 19 日に審査しました。その中から主な議案等について紹介
します。

議案名や本会議での議決結果等　　　

反対の意見
・利用状況や利用者の声を調査し、安曇野しゃくな
げの湯が福祉の湯としての機能を持った段階で条
例を廃止すべき。安曇野しゃくなげの湯では利用
料金が 3倍になり、新たな利用券が発行されても
枚数に限りがあるため、これまでのように気軽に利
用できるか心配する声もあり、廃止には反対する。

反対の意見
・自転車などが雨にぬれた時、雪が積った時に冷た
い思いをさせたくない気持ちはあるが、有明駅、
安曇追分駅だけでなく、安曇野市の子ども達全員
のためにということが入っていればやるべきだ
が、それがないので反対する。

反対の意見
・これらの陳情は単に早期建設を求めるというより、
市が進める整備計画以上のものを望んでいると読
み取れる。そうなると財政負担は増し、子ども達
の夢を育むという思いに反する財政状況になって
しまうので、今後の公共施設再配置計画や将来の
人口減を勘案し、時間はかかっても自主財源で考
えていくべき。大きな体育館を作って、地域にあ
るものを統合・廃止するようなことは望ましくな
いので、反対する。

・反対討論・賛成討論は行われなかったが、安曇野の将来の財政面に
おいて、大丈夫とする意見と、心配する意見があった。

審査を継続としたいとする意見だったが・・・
・「子ども達の安全を担保してあげたい、そういう気持ちは十分ある。しかし、安全について通学路だけで担保で
きるのか。もっと研究し、緊急性があるのかも含めて継続で審査したい。」という意見が出され諮

はか

ったところ、
全員賛成で継続審査とすべきものと決定した。

　　その後、陳情者から陳情の取り下げがあり、議会最終日の本会議で全議員に諮ったところ、賛成多数で取り下
げが認められた。

賛成の意見
・穂高老人保健センターの機能を安曇野しゃくなげ
の湯へ移した後に廃止することは、市の政策的な
方向として既定のもの。施設の老朽化から利用者
の安全を担保するには修理費も相当かかり、毎年
2,000 万円以上の経費がかかることを考えれば廃
止はやむを得ないので、廃止に賛成する。

賛成の意見
・有明駅、安曇追分駅の駐輪場の屋根設置を先行事
例、モデル事業として実現することがよいと考え
る。自転車に優しい「サイクリングのまち・安曇野」
および市民生活向上の観点からも実現すべきと考
え賛成する。

賛成の意見
・陳情事項にあげられた競技者の安全性の確保や、
市民の健康・体力づくりに貢献をしてほしいなど
ということは、今ある体育館はもとよりこれから
作ろうとする体育館も、基準とすべきであると考
え、賛成する。

6ページへ

経済
建設

常任委員会審査報告

賛成多数で採択
すべきものと決定

全員賛成で継続審査
とすべきものと決定

ＪＲ大糸線有明駅および安曇追分駅駐輪場の屋根設置についての陳情を審査した。

安曇野市穂高有明地区（古厩区鈴玲ヶ丘）市道 1-14 号（通称有明山通り）周
辺に居住する小学校児童を主体とした通学路に関する改善および道路新設を
求める陳情を審査した。

陳情第 10号

陳情第 11 号

JR駅駐輪場の屋根設置実現に向けて

通学路に関する改善および道路新設を求める陳情

経済建設委員会では付託された 5件の議案と 2件の陳情を 12 月 13 日に
審査しました。その中から主な議案等について紹介します。

議案名や本会議での議決結果等　　　6ページへ

4ページへ

屋根のない有明駅駐輪場 屋根のある穂高駅駐輪場
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会 派 代 表 質 問

信誠会　　宮　下　明　博

政和会　　平　林　德　子

民
心
・
無
所
属
の
会
　
　
荻
　
原
　
勝
　
昭

総合体育館建設に国の補助金の
有効活用を

豊かな人を育むまちづくり

穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
は

福
祉
の
後
退
！

施設機能配置イメージ図
（市民説明会資料より）

４年生の外国語活動

穂高老人保健センター

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い
！！

12 月
定例会

問
基
本
計
画
で
発
表
さ
れ
た
財

源
は
合
併
特
例
債
と
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
助
成
金
だ
が
、

そ
れ
以
外
の
補
助
金
を
研
究

さ
れ
た
か
。

答
各
分
野
で
検
討
し
た
が
他
の
補

助
金
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。

問
信
誠
会
は
常
に
前
向
き
に
進

歩
的
、
発
展
的
な
考
え
で
行

動
し
て
お
り
、
務
台
俊
介
代

議
士
と
地
方
創
生
推
進
事
務

局
長
に
、
何
か
有
利
な
交
付

金
が
な
い
か
陳
情
、
勉
強
会

に
伺
っ
た
。
そ
こ
で
都
市
公

園
の
計
画
変
更
に
よ
っ
て
事

業
費
38
億
円
の
約
半
分
が
補

助
金
で
賄
ま
か
な

う
こ
と
が
で
き
、

最
大
で
約
５
億
円
前
後
、
市

の
負
担
が
少
な
く
な
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
実
質
６
億
円

前
後
で
建
設
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
。
一
流
選
手
に
よ
る

公
式
戦
が
で
き
、
子
ど
も
達

の
夢
が
育
ま
れ
る
よ
う
な
体

育
館
施
設
建
設
の
た
め
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
が

適
用
で
き
る
よ
う
国
に
相
談

要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

問
穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
を

平
成
29
年
9
月
末
で
廃
止
す

る
と
し
て
い
る
。
中
房
の
湯
に

里
で
入
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
は
百
年
来
の
悲
願
を
実
現

し
た
も
の
で
あ
る
。
議
会
の

要
望
書
の
決
議
等
も
無
視
し
、

高
齢
者
人
口
が
増
え
て
い
く

中
で
福
祉
の
後
退
で
は
な
い

か
。

答
利
用
者
数
も
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
、
入
浴
棟
も
40
年
以

上
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
み
、

維
持
費
に
多
額
の
費
用
が
か

か
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
穂
高
地
域
外
の
利

用
者
が
少
な
い
こ
と
と
、
安

曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
に
機

能
を
移
転
さ
せ
た
こ
と
に
よ

り
、
福
祉
の
後
退
と
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

問
老
朽
化
し
て
維
持
修
理
費
に

２
０
０
０
万
円
位
か
か
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用

者
は
年
間
６
万
人
以
上
あ

り
、
こ
の
地
の
賑に
ぎ

わ
い
を
創

出
し
て
い
る
。
老
齢
者
人
口

が
増
え
る
中
で
福
祉
事
業
と

し
て
の
取
り
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
安
曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
の
利

用
者
が
大
勢
と
の
報
告
を
受

け
て
い
る
。
新
年
度
に
向
け
て

多
く
の
皆
さ
ん
が
天
然
温
泉

を
活
用
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
し
て
い
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
営

化
は
慎
重
に

問
保
育
園
や
図
書
館
の
民
営
化

の
方
針
が
進
め
ら
れ
、
保
育

園
に
つ
い
て
は
、
未
満
児
保

育
の
一
部
に
つ
い
て
は
来
年
度

か
ら
始
ま
る
。
３
歳
か
ら
５

歳
児
の
ク
ラ
ス
担
任
の
保
育

士
に
つ
い
て
は
、
55
人
が
非

正
規
雇
用
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
民
営
化
で
サ
ー
ビ
ス
の

質
、
雇
用
、
人
材
育
成
の
取

り
組
み
が
で
き
る
か
ど
う
か

基
本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

答
子
育
て
世
代
の
多
様
化
す
る

保
育
ニ
ー
ズ
に
民
間
活
力
の

活
用
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
て
い
る
。
保
育
園
の
民
営

化
の
具
体
的
な
内
容
、
手
法

に
つ
い
て
は
、
中
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
て
い
く
。
図

書
館
の
民
営
化
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
の
検
討
結

果
で
は
両
論
併
記
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。
民
営
化
の
方

向
で
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
松
本
市
の
中
核
都
市
の
指
定
と

安
曇
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

問
①
産
後
の
相
談
窓
口
設
置

を
。
②
産
後
ケ
ア
事
業
の
進し
ん

捗ち
ょ
く状
況
は
。

答
①
窓
口
設
置
は
新
年
度
の
早

い
時
期
に
本
庁
舎
１
階
健
康

推
進
課
へ
予
定
。
②
産
後
ケ

ア
事
業
は
受
け
皿
と
な
る
医

療
機
関
と
調
整
が
第
一
と
な

る
。
母
乳
・
育
児
相
談
を
５

か
所
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
月

1
～
2
回
実
施
。
受
診
が
必

要
な
場
合
は
医
療
機
関
等
を

紹
介
し
、
早
期
対
応
。

問
学
校
教
育
に
つ
い
て
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
マ
マ
の
働
き
方
応

援
隊
」
の
赤
ち
ゃ
ん
先
生
の

活
動
に
つ
い
て
伺
う
。

答
自
尊
感
情
を
高
め
命
の
尊
さ
、

人
権
や
家
庭
に
係
る
学
習
が

で
き
る
。
昨
年
度
校
長
会
の

組
織
で
実
践
校
を
紹
介
し
た
。

問
国
の
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ

ラ
ン
で
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
は
全

て
の
児
童
を
学
校
施
設
で
と

な
っ
て
い
る
が
、
取
り
組
み
は
。

答
待
機
児
童
の
解
消
と
併あ
わ

せ
、

小
学
校
の
余
裕
教
室
等
の
利

用
を
学
校
と
協
議
し
て
い

の
で
は
な
い
か
。

答
信
誠
会
か
ら
助
言
が
あ
っ
た

交
付
金
は
大
変
有
益
で
あ
り
、

財
政
的
に
も
助
か
る
。
防
災

公
園
的
な
視
点
か
ら
再
度
検

討
し
、
今
後
国
と
県
と
調
整

し
な
が
ら
進
め
た
い
。

ほ
り
で
ー
ゆ
～
四
季
の

郷
、
フ
ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
室

山
の
民
間
譲
渡
に
つ
い
て

問
２
件
の
宿
泊
施
設
は
平
成
29

年
度
中
に
民
間
譲
渡
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
会
社
と
ど
の
よ
う
な

交
渉
を
し
て
き
た
か
。

答
一
般
の
民
間
に
譲
渡
す
る
に

は
補
助
金
の
返
還
が
必
要
に

な
り
、
結
論
を
出
す
に
は
一

定
の
時
間
を
要
す
る
。

問
現
指
定
管
理
者
の
な
か
に
引

受
企
業
が
な
け
れ
ば
、
例
え

ば
星
野
リ
ゾ
ー
ト
、
西
武
、

東
急
等
と
接
触
し
て
み
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
民
間
に
接
触
す
る
事
態
に
な

っ
た
時
に
は
、
議
会
と
も
相

談
し
慎
重
に
進
め
る
。

問
先
送
り
す
れ
ば
一
般
会
計
か

る
。

問
ネ
ッ
ト
教
育
に
つ
い
て
の
指
導
は
。

答
技
術
科
で
利
用
の
指
導
、
道

徳
の
時
間
に
人
権
教
育
を
含

め
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い
、

被
害
に
あ
わ
な
い
指
導
を
実

施
。
保
護
者
や
職
員
も
外
部

講
師
を
招
き
研
修
を
受
講
。

問
英
語
教
育
の
取
り
組
み
は
。

答
教
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め

外
国
語
活
動
指
導
研
修
を
実

施
し
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。

問
小
中
一
貫
教
育
の
考
え
方
は
。

答
児
童
、
生
徒
数
が
減
少
し
た

小
規
模
校
も
あ
る
。
教
育
の

在
り
方
、
活
力
あ
る
学
校
教

育
等
、
委
員
会
を
組
織
し
、

小
中
の
連
携
、
一
貫
教
育
を

含
め
検
討
す
る
。

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

の
方
向
性
は

問
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

方
向
性
は
。

答
自
区
内
処
理
が
責
務
で
あ
る

が
過
去
に
選
定
し
た
候
補
地

は
凍
結
状
態
で
あ
る
。
県
営

の
建
設
を
県
議
会
等
へ
陳
情
。

ら
税
金
で
指
定
管
理
料
を

補ほ
て
ん填
し
、
最
後
解
体
と
な
れ

ば
約
７
億
円
前
後
税
金
で
賄

う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

の
で
早
い
対
応
を
要
望
す
る

が
。

答
時
間
を
い
た
だ
き
慎
重
に
検

討
す
る
。

問
会
派
で
岩
国
市
を
視
察
し

た
。
焼
却
灰
の
セ
メ
ン
ト
原

料
化
を
実
施
し
、
少
量
の
異

物
の
み
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
。

原
料
化
し
て
い
る（
株
）
山
口

エ
コ
テ
ッ
ク
で
は
ま
だ
受
け
入

れ
可
能
と
聞
く
が
考
え
は
。

答
埋
め
立
て
に
頼
ら
な
い
処
分

が
可
能
と
な
り
意
義
が
あ

る
。
調
査
、
検
討
し
た
い
。

○
会
派
代
表
質
問
（
10
～
13
ペ
ー
ジ
）

○
一
般
質
問
（
14
～
22
ペ
ー
ジ
）
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会 派 代 表 質 問

日本共産党安曇野市議団　　松　澤　好　哲

公明党　　小　松　芳　樹

ビジョンなき安曇野市政
財政これでいいのか

「子育てするなら安曇野市」を
めざす施策を

世界かんがい施設遺産の里 平和で暮らせる
安曇野の文化が発信される郷に！

新築されたアルプス保育園

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い
！！

12 月
定例会

問
①
日
常
の
行
政
を
行
い
な
が

ら
、
借
金
８
７
１
億
円
の
返

済
が
で
き
る
の
か
。
②
自
主

財
源
の
確
保
は
。
③
企
業
が

地
下
水
を
汲
み
上
げ
放
題
で
、

そ
の
穴
埋
め
の
水
張
り
田
に

市
民
の
税
金
を
投
入
し
て
い

る
。
地
下
水
を
利
用
す
る
大

型
企
業
か
ら
財
源
確
保
す
べ

き
で
は
。
④
農
業
農
村
振
興

条
例
の
廃
止
を
せ
ず
に
、
農

業
振
興
政
策
の
継
続
発
展
を
。

答
①
平
成
27
年
度
決
算
で
市
債

残
高
は
８
７
１
億
円
で
あ
り
、

上
下
水
道
分
は
４
５
０
億
円
、

一
般
財
源
の
市
債
は
４
２
１

億
円
。
健
全
な
財
政
運
営
で

将
来
負
担
を
抑
え
、
平
準
化

を
は
か
る
。
②
自
主
財
源
確

保
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
で
、
新
た

な
雇
用
と
固
定
資
産
税
収
入

に
期
待
す
る
。
③
地
下
水
の

汲
み
上
げ
業
者
の
費
用
負
担

を
検
討
し
、
平
成
33
年
度
を

目
途
に
実
施
予
定
。
安
曇
野

の
水
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作

成
し
、
売
り
上
げ
か
ら
の
協

問
平
成
29
年
度
に
市
の
す
べ
て

の
公
立
保
育
園
が
「
認
定
こ

ど
も
園
」
と
な
る
と
同
時
に
、

県
が
進
め
て
い
る
信
州
型
自

然
保
育
の
認
定
が
決
定
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
全
国
的
に
も

稀ま
れ

で
先
進
的
な
取
り
組
み
で

あ
り
、
広
く
宣
伝
す
る
こ
と

で
多
く
の
移
住
希
望
者
の
取

り
掛
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ

る
が
、
広
報
活
動
等
し
て
い

る
の
か
。

答
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
生

か
し
た
保
育
を
実
践
し
て
き

た
成
果
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

は
、
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
を

活
用
し
た
り
、
県
の
信
州
や

ま
ほ
い
く
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
掲
載
し
、
情
報
発
信
し
て

い
き
た
い
。

問
認
定
こ
ど
も
園
の
準
備
状
況

は
人
員
や
ハ
ー
ド
面
も
含
め

進
ん
で
い
る
か
。

答
看
板
等
に
つ
い
て
は
で
き
る

限
り
経
費
を
削
減
す
る
考
え

で
、
当
面
は
プ
レ
ー
ト
の
設

置
等
で
対
応
し
た
い
。
ま
た
、

職
員
体
制
に
つ
い
て
は
91
・

力
も
検
討
す
る
。
④
新
た
な

産
業
振
興
条
例
の
策
定
で
、

農
業
農
村
振
興
条
例
は
廃
止

の
方
向
で
検
討
す
る
。

民
営
化
に
つ
い
て

問
ほ
り
で
ー
ゆ
～
四
季
の
郷
や

フ
ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
室
山
は
売

り
渡
す
方
向
で
、
保
育
園
は

民
営
化
し
、
介
護
も
民
に
投

げ
出
す
な
ど
、
次
々
に
安
上

が
り
な
行
政
・
ス
リ
ム
化
の

行
政
を
目
指
し
て
い
る
が
、

自
治
体
で
や
る
べ
き
事
業
を

投
げ
出
し
て
い
る
の
で
は
。

答
２
施
設
は
譲
渡
予
定
だ
が
、

譲
渡
先
の
制
限
等
が
あ
る
た

め
継
続
し
て
検
討
。
公
立
保

育
園
の
一
部
を
民
営
化
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
度
に
中

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
。

拾
ヶ
堰
世
界
か
ん
が
い

施
設
遺
産
登
録

問
登
録
を
機
会
に
、
安
曇
野
の

将
来
発
展
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
、
後
世
に
残
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
検
討
す
る
。
小
学

校
教
科
書
や
副
読
本
で
取
り

５
％
の
職
員
が
保
育
士
資
格

と
幼
稚
園
教
員
免
許
の
両
方

を
取
得
し
て
い
る
の
で
、
十

分
に
対
応
で
き
る
。

問
就
学
前
教
育
は
充
実
し
、
安

全
性
も
担
保
さ
れ
る
こ
と

で
、
保
育
の
質
は
向
上
す
る

と
考
え
て
い
い
か
。

答
一
朝
一
夕
に
保
育
の
質
を
高

め
る
こ
と
は
難
し
い
課
題
だ

が
、
何
よ
り
も
そ
こ
に
働
く

職
員
の
質
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
認
定
こ
ど

も
園
化
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に

幼
稚
園
と
し
て
の
側
面
も
加

わ
る
の
で
、
今
後
と
も
園
内

外
の
研
修
も
充
実
さ
せ
人
的

交
流
も
と
っ
て
い
き
た
い
。

問
教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ

い
て
平
成
29
年
度
に
予
算
化

す
る
の
か
。

答
未
来
を
担
う
市
の
子
ど
も
を

育
成
し
、
特
色
あ
る
学
校
教

育
の
充
実
に
向
け
、
今
後
教

育
委
員
会
と
予
算
査
定
の
段

階
と
な
る
。
財
政
部
と
も
相

談
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
整

備
に
係
る
協
議
を
前
向
き
に

上
げ
ら
れ
、
堰
の
清
掃
活
動

も
行
わ
れ
る
な
ど
、
学
習
の

場
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
多

様
な
学
び
の
機
会
を
創
出
し

て
い
る
現
在
の
仕
組
み
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
。
認
定

を
受
け
、
中
央
図
書
館
に
拾

ヶ
堰
関
連
書
籍
コ
ー
ナ
ー
を

予
定
。
知
恵
を
絞
り
全
庁
挙

げ
て
取
り
組
み
た
い
。

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
電
力
自
由
化
に
よ
る
、
公
共
施

設
の
新
電
力
切
り
替
え
に
つ
い

て
〇
部
活
動
と
社
会
体
育
お
よ
び
朝

練
の
現
況
に
つ
い
て

「議会運営」や「議員定数・報酬」などの答申

濵議長は平成 28 年 2 月 9 日に「議会運営委員会」と「議会改革推進委員会」に「議
会運営」や「議員定数・報酬」などについて諮問し、両委員会から答申が出さ
れました。

＜議会運営委員会答申＞
１予算・決算の委員会方式について（平成 28 年 8 月 29 日）
　①予算、決算の審査は、常任委員会で行う。
　②一括審査とし、全体会方式と分科会方式をとる。
　③決算審査は定例会の会期中に認定する。
　④平成 29 年 3 月定例会から行う。

２安曇野市議会委員会条例の一部改正について
　①予算・決算を行う常任委員会を設置する。
　②定数は 25 名とし、予算は議長を、決算は議長、議会選出の監査委員を除く。
　③議員は複数の委員となることができる規定に改正する。

１定例会の運営に関する事項について（平成 28 年 9 月 23 日）
「会期の見直しについて」及び「本会議における議案質疑のあり方について」
は、予算及び決算の審査体制とリンクして検討する。

２常任委員会の運営に関する事項ついて
「理事者の常任委員会出席について」は、安曇野市議会基本条例第 9条及び
安曇野市議会委員会条例第 21 条の規定により対応する。

＜議会改革推進委員会答申＞　（平成 28 年 11 月 18 日）
１議員定数、議員報酬、政務活動費に関する事項について
①議員定数については、増減に対して意見が二分し結論に至りませんでした。
意見として、「定数は削減すべき」という意見と「定数を増減するには、

28 人から 25 人とした後の検証が必要なので、結論を急がず時間をかける
べき」との意見があり、検証する手法等については協議に至りませんでした。

②議員報酬については、議員定数との関係が議論となり意見が二分し結論に
至りませんでした。
市民の意見を聴く会での「議会費の総予算を増やすことなく、若い人が立候

補しやすくするためにも、定数減の分は報酬を増やしてもいい」との意見を受
け、「定数とリンクして考えるべき」との意見と、「定数とは別としてとら
えるべき」との意見がありました。

③政務活動費については、現在の年間 9万円では、満足な活動ができていな
いため、政務活動費は上げるべきとの結論に至りました。
金額的な話では、全国 10 万都市を平均してみると月 2～ 3 万円が妥当

な金額ではないかとの意見は出ましたが、具体的に結論は出ませんでした。
また、市長を通じ市特別職等報酬審議会へ、議会からの意見として「上げ
るからには、透明性をさらに高めるための意見を付けるべき」との意見が
ありました。

２重要案件の議決に関する事項について
安曇野市議会基本条例の一部を改正することで一致しました。

３正副議長の選挙に関する事項について
正副議長の選挙に立候補し所信表明することは、議会の透明性からも必要

とする意見が大半であったが、今回は、特に条例や会議規則等を見直すこと
はなく、議員のモラルによることとなりました。
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一 般 質 問

問
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
疾
病
構
造

は
変
化
し
、
生
活
習
慣
病
は
健
康
長
寿

や
医
療
費
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
今
後
の
課
題
と
考
え
は
。

答
超
高
齢
化
社
会
で
大
半
の
人
が
慢
性
疾

患
を
抱
え
て
暮
ら
す
社
会
に
な
る
と
い

わ
れ
る
。
予
防
可
能
な
疾
患
の
重
症
化

を
防
ぎ
、
医
療
費
や
介
護
費
の
適
正
化

を
図
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
し
て
い

く
。
課
題
は
、
脳
血
管
疾
患
を
発
症
す

る
人
が
多
く
、
脳
梗
塞
の
治
療
者
は
国

保
で
１
０
０
７
人
、
全
国
平
均
の
1
・
3

倍
。
脳
血
管
疾
患
は
要
介
護
状
態
に
移

行
す
る
人
も
あ
り
、介
護
保
険
の
新
規

認
定
者
の
約
２
割
を
占
め
る
。
昨
年
度

国
保
の
医
療
費
総
額
約
88
億
円
の
う
ち
、

生
活
習
慣
病
は
約
34
億
円
と
４
割
近
く

を
占
め
る
。
20
歳
以
上
の
５
人
に
１
人

が
糖
尿
病
の
可
能
性
が
あ
り
、
透
析
に

は
１
人
当
た
り
年
間
で
約
５
０
０
万
円

の
医
療
費
が
必
要
で
、国
保
は
年
間
５
億

円
を
超
え
る
。各
種
健
診
の
受
診
率
の
向

上
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問
生
活
習
慣
病
が
重
症
化
す
る
前
段
階
で

医
療
・
予
防
対
策
を
医
師
会
等
関
係
機

問
残
念
な
が
ら
平
成
28
年
度
も
、
高
齢
者

が
犠
牲
と
な
る
交
通
事
故
が
続
発
し
、

交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常
事
態
宣
言
が

出
さ
れ
た
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
交
通
安
全
は
一
人
一
人
の
意
識
の
高

揚
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
を

家
庭
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
み
ん
な
が
守

る
こ
と
が
大
切
と
思
う
。
市
と
し
て
も

警
察
署
、
安
協
、
各
区
と
連
携
し
て
安

全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
。

問
高
齢
運
転
者
が
免
許
証
を
自
主
返
納
す

る
と
「
あ
づ
み
ん
」
の
乗
車
回
数
券
を

交
付
し
て
い
る
が
、
支
援
内
容
を
手
厚

く
で
き
な
い
か
。
ま
た
、「
あ
づ
み
ん
」

の
利
便
性
の
検
討
は
い
か
が
か
。

答
何
ら
か
の
対
策
は
講
じ
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
利
用
料

金
の
減
額
改
訂
等
は
、
一
般
会
計
の
支

出
が
年
々
増
加
し
て
い
る
現
状
で
は
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

山さ
ん
ろ
く麓
線
・
富
田
橋
の
歩
道
整
備
は

問
「
安
曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
」
も
オ
ー

プ
ン
し
て
、
山
麓
線
・
富
田
橋
の
歩
道

整
備
は
住
民
・
観
光
客
の
安
全
対
策
の

問
合
併
算
定
替
え
に
よ
り
普
通
交
付
税
が

減
額
さ
れ
る
中
で
、
平
成
29
年
度
の
節

減
努
力
と
し
て
物
件
費
の
１
％
減
額
を

指
示
し
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
節

減
目
標
で
果
た
し
て
大
丈
夫
な
の
か
。

答
１
％
で
４
億
円
、
２
％
で
８
億
円
の
経

費
節
減
と
な
る
。
最
小
の
経
費
で
最
大

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
図
れ
る
よ
う
、
行

財
政
の
ス
リ
ム
化
を
基
本
方
針
と
す
る
。

問
予
算
編
成
に
向
け
規
模
の
圧
縮
や
、
財

源
確
保
な
ど
数
値
的
目
標
は
。

答
平
成
27
年
度
末
の
一
般
会
計
の
基
金
残

高
が
平
成
34
年
度
に
は
半
減
と
見
込
ま

れ
る
。
経
済
情
勢
か
ら
財
源
の
減
少
部

分
を
埋
め
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
。
こ
の
た
め
持
続
可
能
な
健
全
財
政

の
堅
持
を
図
り
歳
出
の
削
減
、
経
費
の

見
直
し
等
実
効
性
の
あ
る
形
で
進
め
る
。

問
平
成
29
年
度
予
算
の
上
程
に
併あ

わ

せ
、
実

施
計
画
の
影
響
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を

た
ど
る
の
か
。
そ
の
た
め
に
も
中
期
財

政
計
画
を
示
す
よ
う
提
案
す
る
が
。

答
行
政
の
透
明
性
を
図
り
な
が
ら
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
く
と
い
う
意
味
に
お

い
て
欠
か
せ
な
い
課
題
で
あ
る
の
で
、

問
市
の
総
合
計
画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
や
安
曇
野
版
総
合
戦
略
に
田
園

産
業
都
市
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、

こ
れ
か
ら
制
定
す
る
産
業
振
興
条
例
に

ど
う
反
映
さ
せ
る
の
か
伺
う
。

答
位
置
づ
け
は
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
で
あ
り
、
新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る

た
め
、
異
業
種
間
の
連
携
を
視
野
に
入

れ
た
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
活
性
化
を
産
業

振
興
条
例
に
盛
り
込
み
、
安
定
し
た
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
む
。

問
産
業
の
拠
点
づ
く
り
が
こ
れ
か
ら
の
市

に
必
要
と
考
え
る
。
イ
ン
タ
ー
周
辺
の

開
発
の
早
期
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

答
工
場
立
地
の
問
い
合
わ
せ
は
多
く
、
当

地
は
企
業
の
進
出
先
と
し
て
人
気
が
高

い
。
適
地
検
討
庁
内
会
議
を
設
置
し
検

討
し
て
い
る
が
、
農
地
法
等
の
規
則
を

考
慮
し
、
適
切
な
対
応
を
し
て
い
く
。

問
地
域
高
規
格
道
路
松
本
糸
魚
川
連
絡
道

路
へ
の
取
り
組
み
と
早
期
着
工
に
向
け

て
の
打
開
策
を
伺
う
。

答
地
元
説
明
会
・
意
見
交
換
会
で
大
変
厳

し
い
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
県
側
へ

早
期
解
決
の
糸
口
を
依
頼
し
て
い
く
。

関
と
講
じ
る
か
伺
う
。

答
国
も
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
医
療
機

関
と
連
携
し
、
糖
尿
病
性
腎
症
の
重
症

化
予
防
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

重
症
化
前
に
健
診
を
受
け
、
必
要
な
場

合
は
医
療
機
関
の
受
診
を
指
導
す
る
。

問
平
成
29
年
度
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
で

臨
ん
で
い
く
か
伺
う
。

答
平
成
27
年
度
は
40
歳
以
上
の
特
定
健
診

の
結
果
か
ら
、
１
８
０
０
人
に
保
健
指

導
を
行
っ
た
。
今
後
も
き
め
細
か
な
相

談
、
保
健
指
導
を
積
極
的
に
行
う
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
市
内
の
偉
人
の
功
績
を
後
世
に
顕け

ん
し
ょ
う彰
し

よ
うた

め
に
も
、
一
日
も
早
く
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
が
い
か
が
か
。

答
山
麓
線
は
平
成
26
年
度
か
ら
概
略
設
計

を
実
施
し
、
調
査
検
討
を
し
て
い
る
。

富
田
橋
は
県
で
、
平
成
28
年
度
検
討
の

概
略
設
計
を
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

問
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
ま
で
、切
れ
目
な

い
支
援
の
相
談
窓
口
の
開
設
予
定
は
。

答
平
成
29
年
度
に
健
康
推
進
課
に
開
設
。

問
産
後
う
つ
の
心
配
か
ら
、
産
後
健
診
の

助
成
を
要
望
す
る
が
い
か
が
か
。

答
今
後
の
動
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
。

２
年
毎ご
と

に
は
改
定
し
て
い
き
た
い
。

万
水
川
下
流
域
の
内
水
対
策
は

問
そ
の
後
の
状
況
と
、
今
後
の
対
策
は
。

答
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
県
と
連
携
を
図
り
効
果
的
な
対
策

の
方
向
性
を
出
し
、
検
討
を
加
速
化
さ

せ
て
い
き
た
い
。

問
た
だ
、「
や
り
ま
す
。
や
り
ま
す
。」
ば

か
り
で
な
く
、
平
成
28
年
度
か
29
年
度

中
ぐ
ら
い
に
は
対
策
の
決
定
年
度
を

見み
い
だ出
せ
な
い
か
。

答
多
額
な
費
用
と
、
大
規
模
な
工
事
が
予

想
さ
れ
る
が
、
概

お
お
む
ね
２
年
く
ら
い
を
目め

途ど

に
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

自
転
車
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
自
転
車
の
安
全
利
用
お
よ
び
交
通
事
故

防
止
や
放
置
自
転
車
の
防
止
推
進
の
た

め
、
自
転
車
条
例
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
市
で
は
今
ま
で
道
路
交
通
法
に
従
い
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
近
隣
の
自
治
体
を

参
考
に
制
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

問
自
転
車
交
通
網
の
整
備
と
自
転
車
交
通

の
円
滑
化
を
問
う
。

答
道
路
整
備
推
進
計
画
の
中
で
、
自
転
車

に
よ
る
回
遊
性
の
向
上
と
い
う
視
点
で

整
備
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
安
曇
野
や

ま
び
こ
自
転
車
道
を
活
用
し
、
安
全
・

快
適
に
回
遊
で
き
る
整
備
を
進
め
る
。

脳梗塞（被保険者1,000人当りのレセプト
件数）

内水が集中する小
こよろずいがわ

万水川の末端整備が期待される安曇野やまびこ自転車道と
拾ヶ堰

一 般 質 問市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！12 月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

信誠会
一志 信一郎

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
を

信誠会
山田 幸与

平
成
29
年
度
予
算
編
成
に

向
け
て

公明党
中村 今朝子

交
通
事
故
の
な
い
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

信誠会
宮澤 豊次

田
園
産
業
都
市
の
構
築
と

産
業
拠
点
づ
く
り
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一 般 質 問

問
新
総
合
体
育
館
の
基
本
計
画
案
が
出
さ

れ
た
。
施
設
面
積
は
７
３
０
０
㎡
、
整

備
費
用
は
38
億
円
。
当
初
の
８
４
０
０

㎡
か
ら
縮
小
さ
れ
た
が
、
費
用
は
な
ぜ

38
億
円
の
ま
ま
据す

え
置
か
れ
た
の
か
。

答
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
需
な
ど
、
総
事
業

費
、
人
件
費
、
資
材
の
高
騰
等
を
見
込

ん
だ
た
め
で
あ
る
。

問
38
億
円
も
の
体
育
館
を
、
市
民
が
本
当

に
必
要
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

答
全
員
が
賛
成
、
全
員
が
反
対
と
言
う
こ

と
は
あ
り
得
な
い
。
市
民
が
活
用
し

や
す
い
施
設
、
安
全
面
も
考
え
て
、
き

ち
ん
と
し
た
規
格
を
持
っ
た
施
設
に
し

て
、
す
ば
ら
し
い
選
手
を
招

し
ょ
う
へ
い聘
し
、
子

ど
も
達
に
夢
と
感
動
を
与
え
た
い
。

問
拠
点
体
育
館
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
に

あ
る
身
近
な
施
設
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
簡
単
に
今
あ
る
も
の
を
壊
す
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
、
あ

る
面
で
は
応
え
て
い
く
こ
と
が
行
政
の

役
割
な
の
で
、
計
画
の
床
面
積
を
減
ら

す
と
い
う
目
標
は
持
ち
な
が
ら
も
、
現

実
に
沿
っ
た
対
応
を
し
て
い
く
。

問
施
設
面
積
を
さ
ら
に
圧
縮
し
、
単
価
上

問
市
営
の
通
学
バ
ス
運
行
を
要
望
す
る
陳

情
を
機
会
に
開
催
さ
れ
た
、
保
護
者
会

と
教
育
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
の
状

況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

答
通
学
バ
ス
に
つ
い
て
は
バ
ス
配
置
の
希

望
で
は
な
く
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

の
子
ど
も
達
の
自
力
通
学
を
促
せ
る
よ

う
、
地
域
デ
マ
ン
ド
交
通
を
利
用
で
き

な
い
か
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。
地
域
デ

マ
ン
ド
交
通
は
、
市
内
の
運
行
に
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
困
難
な
状
況
を
説

明
し
、
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
要
望
の
中
か
ら
で
き
る

こ
と
か
ら
検
討
を
す
る
と
し
、
地
元
の

小
・
中
学
校
に
副
次
的
な
学
籍
を
置
く

副
学
籍
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
る
。

問
公
平
な
税
金
の
使
い
方
と
し
て
、
平
成

27
年
度
の
決
算
で
は
、
市
内
17
小
・
中

学
校
の
学
校
管
理
費
と
学
校
振
興
費
、

給
食
セ
ン
タ
ー
費
を
合
わ
せ
る
と
約
10

億
３
７
０
０
万
円
と
な
り
、
児
童
生
徒

一
人
当
た
り
年
13
万
２
０
０
０
円
の
経

費
が
か
か
っ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
市
内
に
在
住
し
て
市
外
の

小
・
中
学
校
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど

問
南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
部
隊
に
平

成
28
年
12
月
12
日
か
ら
、
駆
け
付
け
警

護
と
い
う
新
し
い
任
務
が
付
与
さ
れ

る
。い
の
ち
を
大
事
に
す
る
、平
和
・
人

権
教
育
の
立
場
か
ら
ど
う
考
え
る
か
。

答
駆
け
付
け
警
護
は
政
治
的
内
容
で
あ
り
、

教
育
内
容
に
直
接
導
入
す
る
こ
と
は
学

習
指
導
要
領
の
内
容
か
ら
無
理
が
あ
る
。

小
・
中
学
校
の
発
達
段
階
に
応
じ
、
足
元

の
人
権
を
学
び
地
球
に
生
き
る
す
べ
て

の
人
々
へ
の
思
い
や
、
い
の
ち
へ
の
意

識
を
高
め
る
教
育
を
進
め
る
。

就
学
援
助
の
前
倒
し
は
大
き
な
喜
び

問
９
月
定
例
会
の
高
校
・
大
学
入
学
準
備

貸
付
制
度
の
創
設
に
続
き
、
小
中
学
校

の
就
学
援
助
の
３
月
支
給
へ
の
思
い
は
。

答
市
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
の
一
環
で
あ
り

将
来
の
夢
を
紡つ

む

ぐ
道
し
る
べ
と
な
る
。

想
定
外
を
想
定
し
た
防
災
を

問
市
の
防
災
会
議
へ
の
東
京
電
力
の
参
加

を
要
請
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
市
も
ダ
ム
の
下
流
に
当
た
る
の
で
、
防

災
会
議
へ
の
参
加
を
要
請
し
て
い
く
。

問
道
路
の
破
損
等
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら

の
通
報
が
年
間
５
１
５
件
あ
っ
た
が
、

パ
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、

早
期
発
見
の
た
め
、
マ
イ
レ
ポ
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
提
案
す
る
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
道
路
の
破
損
等
を
見
つ
け
た
際
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
の
ア
プ
リ
を
使

い
、
写
真
と
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
投
稿

す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
自
動
的

に
場
所
が
特
定
さ
れ
る
た
め
、
早
期
に

要
望
が
正
確
に
伝
わ
り
、
開
庁
時
間
外

で
も
連
絡
が
可
能
な
も
の
だ
が
、
導
入

に
つ
い
て
伺
う
。

答
迅
速
な
現
場
対
応
に
つ
な
が
る
も
の
で
、

有
益
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
週
１
回
の

主
要
道
路
を
中
心
と
し
た
定
期
パ
ト
ロ

ー
ル
に
加
え
て
、
道
路
維
持
作
業
員
に

よ
る
毎
日
の
道
路
巡
回
を
実
施
し
、
軽

微
な
道
路
補
修
作
業
の
実
施
と
、
破
損

箇
所
の
発
見
に
努
め
て
い
る
が
、
市
道

全
て
に
目
が
行
き
届
く
こ
と
は
困
難
で

あ
る
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
の
導
入

に
向
け
準
備
を
進
め
る
。
３
か
月
程
度

の
試
行
期
間
を
経
て
、
通
報
の
件
数
、

内
容
を
評
価
し
、
本
格
導
入
を
進
め
る
。

昇
分
に
備
え
て
は
ど
う
か
。

答
財
政
負
担
38
億
円
を
超
え
る
な
ら
ば
、

競
技
に
支
障
の
な
い
部
分
の
縮
小
も
考

え
ざ
る
を
得
な
い
。

移
住
促
進
策
の
提
案

問
宿
泊
滞
在
中
に
移
住
相
談
に
乗
り
、

様
々
な
情
報
を
与
え
、
移
住
希
望
者
に

密
度
の
濃
い
関
わ
り
を
施
す
「
移
住
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
宿
」
を
募
集
し
て
は
。

答
あ
え
て
特
化
す
る
こ
と
が
い
い
の
か
、

観
光
協
会
を
含
め
て
宿
泊
事
業
者
の
皆

さ
ん
に
投
げ
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
図
書
館
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

に
通
う
子
ど
も
達
を
支
援
で
き
な
い
か
。

答
安
曇
養
護
学
校
に
つ
い
て
は
単
に
お
金

を
か
け
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
要
望
を

精
査
・
検
討
し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら

行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

特
別
支
援
学
校
以
外
に
通
う
子
ど
も
達

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
支
援
の

予
定
は
な
い
。

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
義

務
教
育
段
階
に
お
い
て
、
学
校
教
育
法

第
１
条
で
小
学
校
、
中
学
校
、
特
別
支

援
学
校
等
に
就
学
す
る
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
現
在
、
条
件
整
備
を

検
討
し
て
い
る
。
支
援
は
考
え
て
い
な

い
が
健
康
診
断
等
は
行
っ
て
い
る
。

問
防
災
用
品
購
入
補
助
は
。

答
平
成
29
年
度
か
ら
防
災
用
品
の
補
助
制

度
を
使
え
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

黒
沢
川
治
水
と
赤
沢
橋
の
架か

け
替
え
を

問
橋
の
架
け
替
え
は
一
朝
一
夕
で
は
で
き

な
い
。
県
の
治
水
計
画
に
合
わ
せ
て
考

え
て
い
っ
た
ら
ど
う
か
。

答
黒
沢
川
の
調
節
池
の
計
画
に
関
連
し
て

架
け
替
え
や
改
修
が
可
能
か
、
今
後
も

検
討
協
議
し
て
い
く
。　

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
増
田
建
設
産
業
の
壁
の
問
題
と
、
太
陽
光

発
電
、
そ
の
条
例
化
に
つ
い
て

○
台
風
被
害
農
家
に
支
援
を

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
導
入
を

問
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
、
地
域
貢
献
を

促
す
た
め
に
、
ド
ッ
ク
お
よ
び
検
診
の

受
診
や
、
健
康
教
室
等
へ
の
参
加
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
、
ポ
イ
ン
ト

を
付
加
す
る
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の

導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

答
健
康
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
重
要
と

考
え
る
。
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
は

有
効
で
あ
り
、
国
が
医
療
保
険
者
に
対

す
る
努
力
支
援
制
度
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
応
じ

て
、
財
源
措
置
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

国
保
は
平
成
30
年
度
に
導
入
を
目
指
す
。

松本市・塩尻市・安曇野市の三市合同の移住
セミナー（東京会場）

赤沢橋の改修を計画的にスマートフォンで道路の課題の
解決に

一 般 質 問市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！12 月
定例会

道
路
施
設
整
備
に

マ
イ
レ
ポ
の
導
入
を

公明党
藤原 陽子

民心・
無所属の会

増田 望三郎

整
備
費
用
38
億
円
の
体
育

館
は
必
要
か

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

駆
け
付
け
警
護
で

い
の
ち
は
守
れ
な
い
！

政和会
坂内 不二男

安
曇
養
護
学
校
の
子
ど
も

達
に
温
か
い
心
で
支
援
を

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）
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世界かんがい施設遺産に登録された
「拾ヶ堰」

一 般 質 問

問
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
健
康
で
た
く
ま

し
い
心
と
体
を
つ
く
り
、
豊
か
で
明
る

い
都
市
を
築
く
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
都
市

宣
言
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
を

活
用
し
た
健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ス
ポ
ー
ツ
は
人
々
に
夢
や
感
動
を
与

え
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
体
力
づ

く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
そ
し
て
精
神
力

の
強
い
子
ど
も
を
育
て
る
。
健
康
寿
命

日
本
一
を
目
指
す
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
市
民
や
関
係
者
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
協
議
、
検
討
し
た
い
。

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入

問
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
運
動
習
慣

を
定
着
さ
せ
て
、
医
療
費
や
介
護
費
用

の
抑
制
に
役
立
つ
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
導
入
を
提
案
す
る
が
。

答
運
動
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
、
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
健

康
づ
く
り
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

が
、
行
動
に
移
せ
な
い
市
民
に
は
よ
い

施
策
と
考
え
る
。
関
係
部
局
で
早
急
な

対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
長
峰
山
山
頂
に
は
東
山
魁
夷
の
「
安
曇

野
を
想
う
」
の
碑
が
あ
る
。
光
城
山
、

長
峰
山
一
帯
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る

か
伺
う
。

答
里
山
と
し
て
、
市
の
観
光
面
に
お
い
て

重
要
な
地
域
と
捉
え
て
い
る
。
健
康
寿

命
日
本
一
の
安
曇
野
を
め
ざ
し
、
山
道

を
活
か
し
た
里
山
ウ
オ
ー
ク
や
こ
の
地

形
と
景
観
を
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組

み
を
検
討
し
た
い
。

問
安
曇
野
の
景
観
の
一
つ
で
あ
る
松
林
が

枯
れ
た
。
松
枯
れ
被
害
木
の
活
用
と
し

て
、
新
生
児
誕
生
の
お
祝
い
に
、
松
枯

れ
被
害
木
を
活
用
し
た
お
も
ち
ゃ
（
玩

具
）
を
贈
り
、
市
内
木
工
工
房
、
企
業

や
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
に
制
作
を
依
頼

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
産
業
振
興
と

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
就
労
に

寄
与
す
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
い
い
提
案
だ
と
思
う
。
松
枯
れ
材
の
活

用
は
非
常
に
重
要
と
考
え
、
今
後
事
業

と
し
て
展
開
で
き
る
か
も
含
め
て
、
社

会
就
労
セ
ン
タ
ー
、
民
間
会
社
、
再
活

の
松
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
関
係
部
署
と
調

整
し
、
検
討
を
進
め
る
。

問
拾
ヶ
堰
の
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に

伴
う
環
境
整
備
や
国
道
１
４
７
号
線
の

先
線
で
あ
る
東
西
沿
線
に
拾
ヶ
堰
公
園

を
造
成
し
、
堰
記
念
館
等
を
建
設
す
る

観
光
拠
点
整
備
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

答
市
に
は
、
長
い
歴
史
を
持
つ
堰
が
多
い

た
め
、
こ
れ
ら
の
環
境
保
全
も
含
め
、

検
討
を
進
め
る
。
東
西
幹
線
軸
の
道
路

整
備
は
、
経
済
、
産
業
、
観
光
へ
の
寄

与
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
早
期
事
業
化

を
県
に
要
望
し
て
い
る
。
新
た
な
公
園

整
備
は
難
し
い
も
の
の
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
や
自
転
車
道
の
活
用
等
を
含
め
、
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
の
検
討
を
進
め
る
。

問
市
へ
の
外
国
人
旅
行
者
が
増
え
て
い
る

が
、
誘
客
の
宣
伝
や
、
受
入
れ
体
制
の

整
備
、
情
報
発
信
に
つ
い
て
伺
う
。

答
平
成
28
年
度
は
約
２
万
人
に
達
し
、
そ

の
内
80
％
が
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
訪
問
。

外
国
人
の
モ
ニ
タ
ー
旅
行
を
実
施
し
、

今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る
材
料
を
得

た
の
で
、
関
係
者
を
含
め
検
討
す
る
。

保
育
園
等
へ
の
地
中
熱
利
用
に
つ
い
て

問
た
つ
み
保
育
園
等
の
建
設
計
画
で
実
用

問
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
問
う
。

答
子
ど
も
は
財
産
で
あ
り
、
貧
困
は
子
ど

も
達
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え

て
い
る
。
貧
困
に
よ
っ
て
、
教
育
の
機

会
が
閉
ざ
さ
れ
た
り
、
衣
食
住
が
確
保

さ
れ
な
い
状
況
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
。

問
貧
困
解
消
の
た
め
の
支
援
体
制
を
伺
う
。

答
生
活
困

こ
ん
き
ゅ
う窮

者
自
立
支
援
事
業
が
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
始
ま
り
、
夏
休
み
の
数

日
を
利
用
し
、
学
習
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。
募
集
方
法
、
支
援
の
実
施
場
所

等
検
討
し
、
対
象
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
や
虐
待
等
に
は
、
経
済

支
援
や
相
談
支
援
を
実
施
し
て
い
る

が
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
さ
ら

に
進
め
て
い
く
。

問
経
済
的
貧
困
だ
け
で
な
く
、
心
の
貧
困

は
ど
う
か
。
子
ど
も
の
愛
情
や
思
い
や

り
の
心
は
、
自
然
に
芽
生
え
る
の
で
は

な
く
、
大
人
か
ら
教
わ
っ
て
身
に
つ
く

も
の
と
考
え
る
が
。

市
財
政
の
実
態
と
市
民
の
心
配

問
財
政
実
態
の
説
明
不
足
か
ら
市
民
の
心

配
を
招
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
平
成
19

年
度
、
平
成
27
年
度
の
決
算
数
値
と
、

平
成
28
年
度
か
ら
34
年
度
ま
で
の
財
政

計
画
を
参
考
に
、
市
の
実
質
返
済
額
に

つ
い
て
左
表
の
と
お
り
試
算
し
た
。
平

成
27
年
度
一
般
会
計
の
表
面
上
の
市
債

残
高
は
４
２
１
億
円
だ
が
、
交
付
税
措

置
後
に
市
民
の
税
金
で
返
済
す
る
実
質

返
済
額
は
35
億
円
で
あ
る
。
表
の
数
値

に
間
違
い
が
な
い
か
伺
う
。

答
現
時
点
に
お
い
て
は
左
表
の
数
値
の
と

お
り
で
あ
る
。

問
市
に
お
け
る
学
有
林
活
動
の
状
況
は
。

答
市
内
中
学
校
５
校
と
小
学
校
１
校
が
学

有
林
を
保
有
し
て
い
る
。
毎
年
実
施
が

１
校
、
隔
年
実
施
が
２
校
あ
る
。
木
に

触
れ
、
木
の
大
切
さ
を
学
ぶ
観
点
か
ら

学
校
と
意
見
交
換
し
、
課
題
解
決
に
取

り
組
む
。

問
現
存
す
る
大
正
期
の
建
物
、
旧
上
川
手

小
学
校
矢
ノ
沢
分
教
場
の
保
存
は
。

答
文
化
的
な
要
素
を
多
分
に
秘
め
て
お

り
、
長
峰
山
周
辺
里
山
再
生
保
全
に
関

わ
る
団
体
が
利
用
し
て
い
る
。
研
究
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

実
験
に
踏
み
込
め
な
い
か
ど
う
か
伺
う
。

答
長
野
県
で
は
５
か
所
の
保
育
園
で
導
入

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
デ
ー
タ
等
検

証
し
結
論
を
出
し
た
い
。

問
台
風
18
号
に
よ
る
リ
ン
ゴ
等
被
害
に
対

す
る
補
助
金
の
考
え
を
伺
う
。

答
果
樹
共
済
加
入
者
に
は
、
農
家
の
掛
け

金
の
３
分
の
１
を
補
助
し
て
い
る
。
加

入
農
家
率
も
62
・
８
％
と
増
加
傾
向
に

あ
り
、
加
入
促
進
を
促
し
て
い
く
。
一

方
、
被
害
補
助
等
は
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
等
と

連
携
・
協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

答
貧
困
の
連
鎖
は
心
の
問
題
も
原
因
の
一
つ

で
あ
り
、
そ
れ
が
払
し
ょ
く
で
き
な
け
れ

ば
、
い
く
ら
施
策
を
講
じ
て
も
解
決
に

至
ら
な
い
。
人
の
心
の
問
題
や
社
会
情

勢
な
ど
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
施
策

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
期
待
す
る
も
の

は
何
か
。

答
市
で
は
、
移
住
・
定
住
の
推
進
活
動
を

行
う
。
地
域
と
の
信
頼
関
係
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
市
の
活
性
化
の
た
め
に

活
躍
し
、
将
来
は
定
住
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

木製おもちゃ（玩具）で遊ぶ乳幼児

一 般 質 問市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！12 月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

台
風
18
号
に
よ
る
被
害
状
況
と

補
償
関
係
に
つ
い
て

「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
」

の
制
定
を
提
案

信誠会
竹内 秀太郎

19年度
（決算）

27年度
（決算）

32年度
（見込）

34年度
（見込）

一般会計市債残高 365 421 480 434

　実質返済額 101 35（113）（99）

公営企業借入金 602 450 318 261

　使用者返済額 354 257 176 141

合計借入金残高 967 871 798 695

　実質返済額 455 292（289）（240）

27 年度一般会計市民 1人当たり実質返済額　：３５，６２２円
27年度市民 1人当たり表面上の合計借入額：８８６，４６９円

市債（借入金）残高と返済金の推移
単位：億円

拾
ヶ
堰
世
界
か
ん
が
い
施

設
遺
産
を
観
光
拠
点
に

信誠会
小松 洋一郎

東ひ
が
し
や
ま山
魁か

い
い夷
と
東
山
再
起
（
再さ

い
き活
）

政和会
内川 集雄

政和会
藤原 正三

子
ど
も
の
貧
困
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一 般 質 問

問
推
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。　

答
平
成
29
年
４
月
か
ら
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
支
援
事
業
を
推
進
す
る
。

問
学
校
支
援
地
域
本
部
設
置
と
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
強
化
を
提
案
す
る
が
。

答
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
を
立
ち
上

げ
、
研
修
会
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

問
学
校
運
営
協
議
会
や
信
州
型
学
校
運
営

協
議
会
の
設
置
を
提
案
す
る
が
。

答
平
成
29
年
４
月
か
ら
市
信
州
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。

問
平
和
や
国
際
的
な
連
携
を
実
践
す
る
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
へ
の
加
盟
と
実
践
を

提
案
す
る
が
。

答
加
盟
に
よ
る
効
果
等
を
研
究
し
、
取
り

組
み
は
提
言
を
参
考
と
す
る
。

地
域
と
の
産
学
官
連
携
の
促
進
を

問
促
進
を
提
案
す
る
が
。

答
産
学
官
の
効
果
的
な
連
携
を
図
る
。

問
信
州
大
学
や
松
本
大
学
な
ど
と
の
包
括

連
携
協
定
の
締
結
を
提
案
す
る
が
。

答
平
成
28
年
度
、
信
州
大
学
と
の
包
括
連

携
へ
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
松
本
大

学
と
の
包
括
連
携
は
、
検
討
す
る
。

問
穂
高
西
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
、
一
時
的
に
西
穂
高
会
館
で
行
い
た

い
と
い
う
前
回
の
答
え
だ
っ
た
が
、
会

館
は
何
か
所
か
改
善
が
必
要
だ
。
子
ど

も
達
が
安
心
、
安
全
に
過
ご
せ
る
場
と

し
て
の
整
備
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
今
回
、
穂
高
西
小
学
校
と
協
議
を
す
る

中
で
了
解
が
得
ら
れ
、
余
裕
教
室
な
ど

を
利
用
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

問
市
内
に
９
つ
あ
る
児
童
館
の
施
設
内
容

に
は
差
が
あ
り
、
運
営
を
困
難
に
さ
せ

て
い
る
状
況
が
あ
る
。
例
え
ば
、
穂
高

西
部
児
童
館
は
調
理
室
が
な
く
、
Ｉ
Ｈ

ヒ
ー
タ
ー
と
小
さ
な
流
し
が
あ
る
だ
け

だ
。
図
書
室
も
な
く
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム

に
は
倉
庫
に
収
ま
り
き
れ
な
い
遊
具
が

出
し
っ
ぱ
な
し
の
状
態
だ
。
三
郷
児
童

館
を
基
準
に
し
て
整
備
す
べ
き
で
は
。

答
館
内
の
利
用
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
、

改
修
等
を
検
討
す
る
。

図
書
館
・
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

の
管
理
運
営
は
市
直
営
で

問
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
、
図
書

館
協
議
会
委
員
の
人
々
は
、
直
営
の

問
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
の
基

本
目
標
、
具
体
的
施
策
の
中
に
、
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
穂
高
有
明
に
こ
の
条
件
に

あ
っ
た
（
株
）
ワ
シ
ン
ト
ン
靴
店
有
明

工
場
跡
地
が
あ
る
。
こ
こ
に
安
曇
野
に

ふ
さ
わ
し
い
市
営
球
場
や
市
民
ホ
ー
ル

の
よ
う
な
文
化
施
設
、
市
北
部
の
防
災

広
場
な
ど
の
研
究
や
計
画
等
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

答
将
来
の
市
を
考
え
た
場
合
に
、
体
育
施

設
の
み
な
ら
ず
、
文
化
施
設
や
公
共
施

設
の
整
備
に
お
い
て
も
用
地
の
確
保
は

重
要
な
課
題
で
、
財
政
面
等
を
考
慮
し

て
取
得
の
可
能
性
に
つ
い
て
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
充
実

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
有
明
運
動
広
場
に
新
規
ト
イ
レ
を
設
置

し
た
。
今
後
は
新
総
合
体
育
館
整
備
と

並
行
し
て
、
老
朽
化
し
て
い
る
施
設
の

改
修
や
耐
震
化
の
工
事
を
計
画
す
る
。

問
市
道
１
級
１
・
２
号
線
（
通
称
大
門
通

り
）
の
今
後
の
道
路
改
良
と
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

問
県
は
地
域
高
規
格
道
路
松
本
糸
魚
川
連

絡
道
路
の
Ｂ
ル
ー
ト
案
に
対
し
広
く
意

見
を
聞
き
、
推
進
の
手
が
か
り
を
得
た

い
と
関
係
地
区
で
意
見
交
換
会
を
開
催

し
て
い
る
。
絶
対
反
対
の
強
い
意
見
が

噴
出
し
て
い
る
が
市
長
の
受
け
止
め
は
。

答
白
紙
撤
回
な
ど
の
厳
し
い
意
見
、
現
地

の
反
対
看
板
も
承
知
し
て
い
る
。
地
域

や
地
権
者
の
了
解
が
な
け
れ
ば
事
業
は

進
ま
な
い
。
市
も
し
っ
か
り
取
り
組
む
。

問
こ
の
道
路
が
も
た
ら
す
市
や
地
元
へ
の

具
体
的
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
て
こ
な
い
。

高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
る

程
度
で
は
な
く
、
市
が
、
県
に
強
く
働

き
か
け
、
地
域
の
環
境
整
備
を
進
め
る

と
い
っ
た
方
向
づ
け
が
必
要
で
は
。

答
地
域
産
業
の
振
興
や
観
光
、
防
災
面
で

の
メ
リ
ッ
ト
は
期
待
で
き
る
。
地
元
の

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
責
任

を
持
ち
、
反
対
の
皆
さ
ん
も
含
め
た
対

話
の
中
で
考
え
る
こ
と
が
必
要
。

問
反
対
の
地
区
で
は
、
県
の
「
素
直
に
三

川
合
流
部
を
渡
る
Ａ
ル
ー
ト
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
脅
か
す
Ｂ
ル

ー
ト
を
無
理
に
押
し
付
け
る
」
こ
と
へ

問
市
と
南
安
曇
農
業
高
校
と
の
連
携
協
定

の
実
践
と
、
穂
高
商
業
高
校
と
の
連
携

協
定
の
締
結
を
提
案
す
る
が
。

答
平
成
27
年
に
南
農
と
連
携
協
定
を
締
結

し
、
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
穂

商
と
の
連
携
協
定
は
、
各
事
業
者
の
意

見
を
集
約
し
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
農
商
工
連
携
や
農
福
連
携
の
促
進
を
提

案
す
る
が
。

答
産
業
連
携
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
、
農
業
分
野
で
就
労
希
望
が

あ
る
市
内
の
障
が
い
者
に
、
機
会
を
提

供
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
、
働
き
手
を

求
め
て
い
る
農
家
と
就
労
希
望
の
あ
る

障
が
い
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
検
討
す
る
。

塩
尻
市
立
図
書
館
を
高
く
評
価
し
て
い

る
。
市
の
図
書
館
に
課
題
が
あ
る
な
ら
、

塩
尻
市
の
図
書
館
運
営
か
ら
学
ぶ
べ
き

で
は
な
い
か
。ま
た
、司
書
の
皆
さ
ん
や

市
民
か
ら
も
意
見
を
聞
く
べ
き
で
は
。

答
様
々
な
意
見
を
大
切
に
、
も
う
少
し
時

間
を
か
け
て
検
討
し
て
い
く
。

問
国
は
、
行
革
な
ど
で
歳
出
を
抑
え
た
自

治
体
を
基
準
に
し
て
、
地
方
交
付
税
を

算
定
す
る
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」

を
平
成
28
年
度
か
ら
始
め
た
。
国
に
地

方
交
付
税
の
削
減
で
は
な
く
充
実
を
要

望
し
て
ほ
し
い
。

答
市
長
会
を
通
し
て
、
常
に
交
付
税
の
あ

り
方
等
は
提
言
し
て
い
る
。

答
穂
高
神
社
へ
の
参
道
と
し
て
歴
史
の
あ

る
道
路
で
あ
り
、
観
光
客
な
ど
歩
行
者

の
安
全
と
自
動
車
の
円
滑
な
交
通
を
確

保
す
る
た
め
、
道
路
整
備
が
重
要
だ
と

位
置
づ
け
て
お
り
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
等
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る

よ
う
早
期
実
現
に
向
け
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問
穂
高
駅
前
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

答
駅
前
広
場
全
体
の
完
成
は
平
成
29
年
７

月
の
予
定
で
あ
る
。
西
友
通
り
の
歩
道

整
備
計
画
は
、
平
成
29
年
度
と
平
成
30

年
度
の
２
か
年
を
か
け
て
整
備
す
る
予

定
で
あ
る
。

の
反
発
が
「
絶
対
反
対
」
の
根
っ
こ
に

あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
の
際
、
県
に

対
し
、
Ｂ
ル
ー
ト
あ
り
き
で
は
な
く
、

最
初
の
一
歩
か
ら
必
要
な
調
査
を
行

い
、
反
対
の
皆
さ
ん
や
専
門
家
も
交
え

た
組
織
の
中
で
十
分
検
討
し
、
改
め
て

最
も
良
い
ル
ー
ト
を
探
し
出
す
よ
う
、

市
か
ら
提
言
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

答
Ａ
ル
ー
ト
が
ベ
タ
ー
と
の
思
い
は
あ
る

が
、
県
に
は
国
と
の
財
政
的
な
調
整
の

都
合
も
あ
る
よ
う
に
聞
く
。
誠
意
を
も

っ
て
、
と
も
に
考
え
て
い
く
こ
と
は
必

要
で
あ
り
、
県
に
も
さ
ら
に
相
談
し
、

地
元
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
を

続
け
る
。

連携協定実施の南安曇農業高校（農場）

ルート案で課題となる三川合流部

穂高西部児童館のプレイルーム

㈱ワシントン靴店有明工場跡地

一 般 質 問市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！12 月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

民心・
無所属の会

林 　孝彦

協
働
で
地
域
と
共
に
あ
る

学
校
づ
く
り
の
推
進
を

松
糸
道
路
ル
ー
ト
案
に
反
対

す
る
声
へ
の
対
応
を

政和会
松枝 　功

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

児
童
館
・
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
充
実
を

利
便
性
の
高
い
ま
ち

づ
く
り
を

信誠会
召田 義人
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問
穂
高
地
域
の
立
足
地
区
に
あ
る
太
陽
光

発
電
施
設
の
事
業
認
定
に
関
し
、
未
だ

疑
惑
が
解
明
さ
れ
な
い
の
で
、
再
度
法

的
根
拠
に
つ
い
て
問
う
。

答
農
業
委
員
会
と
し
て
は
、
農
地
転
用
に

つ
い
て
計
画
ご
と
に
法
的
基
準
に
適
合

す
る
か
、
許
可
権
者
で
あ
る
長
野
県
の

判
断
に
従
っ
て
事
務
処
理
を
行
う
立
場

で
あ
る
。

答
住
宅
建
築
課
で
は
、
廃
止
さ
れ
た
条
例

（
旧
穂
高
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
）
で
承

認
さ
れ
た
案
件
は
、「
完
了
検
査
を
実

施
す
る
根
拠
が
な
い
」
と
解
釈
し
て
完

了
検
査
を
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
解
釈

に
誤
り
が
あ
っ
た
。

問
農
地
転
用
の
完
了
に
つ
い
て
弁
護
士
の

見
解
は
、「
造
成
工
事
が
終
わ
り
登
記

簿
上
も
雑
種
地
に
地
目
変
更
さ
れ
て
い

れ
ば
事
業
完
了
と
扱
っ
て
問
題
な
い
」

と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
登
記
申
請
の
時

期
は
事
実
と
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
登
記
申
請
書
は
平
成
25
年
12
月
24
日
付

け
の
提
出
で
、
そ
こ
に
地
目
が
田
か
ら

雑
種
地
に
な
っ
た
の
は
平
成
23
年
５
月

10
日
と
あ
る
。
旧
条
例
で
受
け
付
け
た

完
了
届
に
は
、
工
事
の
着
手
は
平
成
25

年
７
月
10
日
と
あ
る
。

問
農
地
転
用
の
届
出
書
で
も
着
手
日
は
同

じ
く
平
成
25
年
７
月
10
日
で
、
完
了
日

は
平
成
26
年
４
月
10
日
と
あ
る
。
と
い

う
こ
と
は
平
成
23
年
５
月
10
日
の
登
記

簿
上
の
地
目
変
更
は
、
事
業
者
が
平
成

25
年
度
中
に
太
陽
光
発
電
の
設
備
認
定

を
受
け
る
た
め
に
、
虚
偽
の
登
記
申
請

を
行
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

答
手
続
き
の
日
付
に
つ
い
て
事
後
的
に
観

察
し
、
そ
の
結
果
だ
け
で
真
偽
の
判
断

を
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
市
長
交
際
費
を
「
市
交
際
費
」
へ

サン・ファーム穂高 安曇野として稼働してい
る当該施設のパンフレットより

民心・
無所属の会

小林 純子

太
陽
光
発
電
施
設
の
事
業

認
定
疑
惑
の
解
明
を
急
げ

総務環境委員会　視察報告
平成 28 年	11月1日	 視察先	 北海道小樽市
		  目　的	 公募制度と自治基本条例について
	 11月2日	 視察先	 北海道江別市
		  目　的	 江別防災ステーションの機能について
		  視察先	 北海道苫小牧市
		  目　的	 苫小牧行政改革プランについて

クローズアップ 江別防災ステーションの役割

江別市の特徴
千歳川と石狩川の合流地点に位

置する江別市では、昔から河川氾
はん

濫
らん

が続き、特に昭和 56 年 8 月の
石狩川氾濫では甚

じんだい

大な被害に見舞
われた。石狩川流域市町村は北海
道開発局による治水事業を、長期
にわたって取り組んできた。
貯水場施設の新設や河川改修を

はじめ、遊水池での水門整備等の
展示施設として、両河川の合流地
点に、江別防災ステーションが建
設された。

まとめ
両河川で計 8 か所の遊水池等の整備をすすめており、それによっ

て多くの浸水被害が解消され、平成 28 年夏に相次いで上陸した台
風では、この地の被害はなかった。

安曇野市においても、黒沢川を安曇野排水路へ繋
つな

げる予定だが、
下流にあたる万水川の内水対策のためにも、上流部への調節池の設
置が重要だと認識できた。

災害対策は、地形や河川の特徴を的確にとらえ、浸水被害を防ぐ
ため降水量に対する安全度を確かなものにしなくてはならない。

江別防災ステーションは、地域防災教育の場としても活用されており、
地域イベントの開催だけでなく、子ども達と触れ合う場ともなっていて、
将来消防団へ入団してもらえるような取り組みもあった。

江別防災ステーションの視察

経済建設委員会　視察報告

福祉教育委員会　視察報告

平成 28 年	 10 月 31 日	視察先	 長野県伊那市　㈲信州つつじヶ丘牧場
			   目　的	 畜産悪臭対策について
			   視察先	 長野県飯田市　多摩川精機㈱
			   目　的	 伊那テクノバレー発展に向けた取り組みについて 
	 11 月 1 日	 視察先	 富山県入善町　農事組合法人せせらぎ営農組合
			   目　的	 担い手の法人化事例について
			   視察先	 長野県高山村　前田牧場
			   目　的	 畜産臭気対策、環境美化対策について

平成 28 年	 10 月 17 日	 視察先	 長野県飯田市
			   目　的	 公立保育園の民営化について
			   視察先	 愛知県瀬戸市
			   目　的	 小・中学校の適正規模・適正配置について
	 10 月 18 日	 視察先	 愛知県春日井市
			   目　的	 妊産婦ケア事業「さんさんルーム」について
			   視察先	 岐阜県大垣市
			   目　的	 土曜授業の取り組みについて
	 10 月 19 日	 視察先	 愛知県西尾市
			   目　的	 総合体育館の運営について

クローズアップ

クローズアップ

畜産悪臭対策に向けて

公立保育園の民営化への取り組み

前田牧場の特徴
牧場の場所は集落の中、しかも工場や食事処が隣接し

ていて驚いた。100 頭以上の牛を飼育しているにもかか
わらず、臭いがあまりせず、気にならなかった。きれい
に清掃がされた牛舎で、牛はオガクズの上で横になって
いる。乳酸菌を水や餌に混ぜて与えている。過密状態に
しないで開放的で風通しをよくしている。糞尿は堆肥化
され、汚染水は浄化して下水道に流している。健康な牛
を育て、美味しい牛乳を小・中学校の給食に提供して地
産地消をすすめている。環境美化で周りに沢山の花を育
てており、保育園児や家族連れも訪れている。

飯田市の特徴
・平成18年市議会において、民営化するにあたっての前提条件等を決めた。
・平成 28 年度の保育施設は公立保育所 18 園・私立保育所 18 園・認定こど
も園 6園。

・年々児童数は減少しており、10 年前と比較して 82.8％に減少。
・児童数は減少しているが、入所児童数は10 年前と比較して112.2％に増加。
・少子化により状況に応じて統合・廃園等の検討が必要になった。
・平成 15 年 4 月から民営化を進めている。
・4 ～ 5 年おきに公立 1減、私立１増を進めている。
・平成 25 年には公立 4園を統合して 2園とし、公立を 2減した。
・平成 29 年 4 月から公立 2園を統合して民営化の予定。
・行政改革の一環として始めた。全園を民営化していく予定。

まとめ
議会報告会で三郷畜産団地の悪臭対策につ

いての意見があり、今回２か所の牧場を視察
した。２か所とも、きれいに清掃が行き届き
ゆったりと風通しのよい牛舎で、健康な牛を
育てている。堆肥の処理方法、排水対策、環
境美化に力を入れて、地域の保育園児や小学
生が訪れて地域と交流をしている。安曇野市
でも市民、地域、経営者、行政が連携をし、
地域に根ざし愛される牧場経営をすることが
必要と感じた。

まとめ
安曇野市においても公立保

育園の民営化が課題となって
いる。保育に対するニーズも
多種多様化しており、どこの
保育園でも自由に選んで通園で
きる社会情勢になってきている。

先進的に進められている飯
田市の取り組みは大変参考に
なった。

清掃が行き届いている前田牧場

飯田市役所にて視察
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◆三九郎の火柱が天高く、子ども
達の書き初めなどを勢いよく燃や
した。昨年は、東京に52年ぶり
の38豪雪を思い出させるような
雪が訪れ、それとともにインフル
エンザの流行があった。今年は、
無病息災で皆様が安心して暮らせ
ることを願い、焼き繭

まゆだま

玉を食べた。
一志信一郎

◆玄関の戸を開けると、どこからともなく甘くさわやかな香り。元旦に
ロウバイの花を見るとは思いがけないこと。凍

こご

える冬景色のなかに黄色
の丸いつぼみが、なんとも温かく可愛い。花を愛

め

でつつ、しかし、これ
が地球温暖化の兆

きざ

しかと思うと複雑な心境でした。　　　　　小林純子

議会広報特別委員会
　委 員 長　竹内秀太郎
　副委員長　林　　孝彦

委員　坂内不二男　井出 勝正　一志信一郎　藤原 正三
　　　中村今朝子　平林 　明　猪狩久美子　小林 純子

気軽にご意見をお聞かせください

議会からのお知らせ
・公職選挙法に基づき議員の寄
　附行為の禁止を徹底します
地域行事、祭りなどへの寄附や差し入
れ、開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞
い（親族以外）、中元、歳暮、入学・
卒業祝い、代理出席の場合の結婚祝い・
香典など、議員が寄附行為をすること
は禁止です。

TEL 0263-71-2000（市役所代表）

TEL 0263-71-2156（議会事務局）

FAX 0263-71-2150（議会事務局）

平成 29 年安曇野市議会 3月定例会は2月17日（金）～3月17日（金）頃を
予定。皆さんの傍聴をお待ちしています。
託児室をご用意してあります。お気軽にお問い合わせください。（要事前予約）
なお、議会ホームページでは本会議のライブ配信も実施します！ぜひご覧ください。
請願・陳情の締切は2月7日（火）です。それ以降の提出は次の定例会での審議
になりますのでご注意ください。

議会傍聴へ
ようこそ！

三郷・堀金境から常念をのぞむ

『寄附行為　贈らない！ 求めない！ 受け取らない！』

松島　賢
まさる

さん

（堀金）

ふ
る
さ
と
は
、
生
き
て
い
く

力
と
な
り
、
心
の

拠よ

り
ど
こ
ろ
で
も
あ
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

そ
の
ふ
る
さ
と
が
、
今
ど
う
な
の
か

と
問
い
続
け
た
い
思
い
に
駆か

ら
れ
ま

す
。
常
念
の
里
の
変へ
ん
ぼ
う貌
ぶ
り
を
誰
が
予

測
し
得
た
で
し
ょ
う
か
。子
ど
も
達
は
、

野
に
味
わ
う
こ
と
の
多
く
を
失
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
炉ろ

を
囲
み
談
笑
す
る
家

族
の
風
景
な
ど
、
も
う
昔
語
り
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
常
念
山さ
ん
ろ
く麓
は
、
さ
ら
に

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
、
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
ふ
る
さ
と
を
再
発
見
し
、
ふ
る
さ

と
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
た
い
の
で
す
。

か
つ
て
、公
民
館
で
実
践
し
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。「
常
念
子
ど
も
公
民
館
」
で
は
、

時
に
雪
形
を
見
上
げ
、
時
に
山
に
分
け

入
っ
て
清
水
湧
く
辺
り
で
聴
い
た
昔

話
。
清
流
に
棲す

む
生
き
物
体
験
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
心
に
深
々
と
ふ
る
さ
と

を
刻
む
こ
と
に
。「
ふ
る
さ
と
常
念
の

里
講
座
」
で
は
、
臼
井
吉
見
を
は
じ
め

と
し
た
ふ
る
さ
と
の
先
人
達
を
取
り
上

げ
、
地
域
の
人
達
に
中
学
生
も
交
え
て

の
学
習
機
会
と
し
、
世
代
を
超
え
て
誇

り
と
す
る
ふ
る
さ
と
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。「
ふ
る
さ
と
常
念

の
里
ま
ど
い
の
集
い
」
で
は
、
ふ
る
さ

と
談
義
に
草
笛
や
篠し
の

笛
の
音
色
に
、
ど

れ
ほ
ど
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
深
く
し

ま
し
た
こ
と
か
。

知
る
こ
と
で
何
か
が
始
ま

る
！
こ
こ
に
し
か

な
い
と
言
う
べ
き
ふ
る
さ
と
文
化
の
継

承
と
創
造
。
そ
の
気
運
を
ど
う
醸
成
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
か
。
ま
さ
に
「
興

れ
！
ふ
る
さ
と
文
化
」
を
と
、
市
・
市

議
会
・
地
域
住
民
と
と
も
に
考
え
を
寄

せ
合
い
、
ふ
る
さ
と
安
曇
野
の
明
日
を

拓ひ
ら

い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

興お
こ

れ
！
ふ
る
さ
と
文
化


